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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成27年6月11日(2015.6.11)

【公開番号】特開2014-90868(P2014-90868A)
【公開日】平成26年5月19日(2014.5.19)
【年通号数】公開・登録公報2014-026
【出願番号】特願2012-242997(P2012-242997)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   6/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｔ   7/00     (2006.01)
   Ｈ０５Ｇ   1/44     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ    6/00     ３２０Ｚ
   Ａ６１Ｂ    6/00     ３００Ｓ
   Ａ６１Ｂ    6/00     ３００Ｗ
   Ｇ０１Ｔ    7/00     　　　Ａ
   Ｈ０５Ｇ    1/44     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成27年4月21日(2015.4.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照射された放射線に応じた画像を撮影すると共に、放射線の照射量を検出して検出結果
を表す信号を出力する放射線撮影装置から前記検出結果を表す信号をデジタル信号で受信
する受信手段と、
　前記受信手段によって受信した前記検出結果を表すデジタル信号を、放射線を前記放射
線撮影装置に照射すると共に放射線が所定照射量になった場合に放射線の照射を停止する
放射線照射装置が認識可能なアナログ信号に変換する変換手段と、
　を備えた放射線信号処理装置。
【請求項２】
　前記受信手段は、無線通信により前記デジタル信号を受信し、
　前記変換手段は、前記アナログ信号を有線接続された前記放射線照射装置に更に出力す
る請求項１に記載の放射線信号処理装置。
【請求項３】
　前記受信手段は、放射線照射開始からの照射時間と、予め定めた適正照射時間に対する
残りの照射時間とを表す照射停止予告信号を前記デジタル信号として受信する請求項１又
は請求項２に記載の放射線信号処理装置。
【請求項４】
　前記受信手段は、放射線照射開始からの照射時間と、予め定めた適正照射時間に対する
残りの照射時間と、時間の単位とを表す照射停止予告信号を前記デジタル信号として受信
する請求項１又は請求項２に記載の放射線信号処理装置。
【請求項５】
　前記変換手段は、前記デジタル信号から単位時間あたりの電圧増加を求めて、時間積分
することにより、放射線の照射量に対応する電圧を表すアナログ信号に変換する請求項３
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又は請求項４に記載の放射線信号処理装置。
【請求項６】
　前記変換手段が、最新の前記デジタル信号に基づいて単位時間あたりの電圧増加を求め
る請求項５に記載の放射線信号処理装置。
【請求項７】
　前記放射線撮影装置は、線量が多くなり即停止する場合に前記電圧増加が最大となる前
記照射停止予告信号を前記デジタル信号として送信する請求項５又は請求項６に記載の放
射線信号処理装置。
【請求項８】
　照射された放射線の線量を検出して出力する機能を備えて、放射線画像の撮影を行う放
射線画像撮影装置と、
　請求項１～７の何れか１項に記載の放射線信号処理装置と、
　を備えた放射線画像撮影システム。
【請求項９】
　照射された放射線に応じた画像を撮影すると共に、放射線の照射量を検出して検出結果
を表す信号を出力する放射線撮影装置から前記検出結果を表す信号をデジタル信号で受信
手段によって受信する受信ステップと、
　前記受信ステップで受信した前記検出結果を表すデジタル信号を、放射線を前記放射線
撮影装置に照射すると共に放射線が所定照射量になった場合に放射線の照射を停止する放
射線照射装置が認識可能なアナログ信号に変換手段によって変換する変換ステップと、
　を備えた放射線信号処理方法。
【請求項１０】
　前記受信ステップは、無線通信により前記デジタル信号を受信し、
　前記変換ステップは、前記アナログ信号を有線接続された前記放射線照射装置に更に出
力する請求項９に記載の放射線信号処理方法。
【請求項１１】
　前記受信ステップは、放射線照射開始からの照射時間と、予め定めた適正照射時間に対
する残りの照射時間とを表す照射停止予告信号を前記デジタル信号として受信する請求項
９又は請求項１０に記載の放射線信号処理方法。
【請求項１２】
　前記受信ステップは、放射線照射開始からの照射時間と、予め定めた適正照射時間に対
する残りの照射時間と、時間の単位とを表す照射停止予告信号を前記デジタル信号として
受信する請求項９又は請求項１０に記載の放射線信号処理方法。
【請求項１３】
　前記変換ステップは、前記検出結果から単位時間あたりの電圧増加を求めて、時間積分
することにより、放射線の照射量に対応する電圧を表すアナログ信号に変換する請求項１
１又は請求項１２に記載の放射線信号処理方法。
【請求項１４】
　前記変換ステップが、最新の前記デジタル信号に基づいて単位時間あたりの電圧増加を
求める請求項１３に記載の放射線信号処理方法。
【請求項１５】
　前記放射線撮影装置は、線量が多くなり即停止する場合に前記電圧増加が最大となる前
記照射停止予告信号を前記デジタル信号として送信する請求項１３又は請求項１４に記載
の放射線信号処理方法。
【請求項１６】
　コンピュータを、請求項１～７の何れか１項に記載の放射線信号処理装置の各手段とし
て機能させるための放射線信号処理プログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　なお、照射された放射線の線量を検出して出力する機能を備えて、放射線画像の撮影を
行う放射線画像撮影装置と、　上述の放射線信号処理装置と、を備えた放射線画像撮影シ
ステムを構成してもよい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７７】
　Ｔ２＝ｔ１＋（Ｔｈ－ｑ１）×（ｔ２－ｔ１）／（ｑ２－ｑ１）となる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９３】
　その他、本実施の形態で説明した放射線画像撮影システム１０、放射線発生装置１２、
及び電子カセッテ２０等の構成、動作等は一例であり、本発明の主旨を逸脱しない範囲内
において状況に応じて変更可能であることは言うまでもない。
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